
 松林地区まちぢから協議会防災部会 令和 7 年度第 2 回部会議事録 

 

【日 時】 2025 年（令和 7 年）5 月 30 日（金）19 時～２０時 25 分 

【場 所】 松林公民館 2 階 第 2 会議室 

【出 欠】 □細田（上赤・まちぢ会長）□小川（上赤）■小澤（上赤）■川口（中赤） 

■：出席  ■渡辺（下赤・書記）■早川（下赤）□小池（下赤・アマチュア無線） 

      ■船越（菱沼）■田近（菱沼）■福井（高田）□水越（高田） 

      ■高橋（室田・副部会長）■花元（室田）■中村（ニュータウン） 

■加藤（ニュータウン） ■廣田（ショクサンビラ）  ■宮下（ショクサンビラ） 

□後藤（オクトス）■磯部（オクトス）■村松（オクトス・部会長・会計）＊敬称略 

【議 事】 

◇部会長からの報告 

① ３日（土）に吉原前部会長から引継ぎ作業をした（HP 編集・会計処理：通帳と印鑑） 

② 23 日（金）のまちぢ運営委員会にて正式に防災部会長に決定した 

③ 26 日（月）に、R7 年度の活動費 35,000 円を会計担当として、入金した 

④ 今後の議事進行は「地区防災訓練企画担当者向けの防災訓練ポイント BOOK」を使って 

行うので、次回以降も各自持参頂きたい 

⑤ 「R7 年度災害対策地区防災拠点（避難所）打合会」の、松林地区に於ける小中学校の日程は

下記の通り  4 月 23 日付で、市防災対策課長より、各自主防災組織会長に通知された 

  5 月 27 日：室田小学校 5 月 29 日：赤羽根中学校 6 月 2 日：松林中学校 

     6 月 16 日：松林小学校 

 

◇防災対策課からの報告 

  参加者：沼田氏・渡部氏（中山氏の代理） 

・VACAN の紹介、及び活用方法の説明と取扱の実践（シミュレーション）を行った 

→VACAN とは避難所の混雑状況が確認できるアプリ（QR コード読み取り） 

→今後も他の災害ツールの活用方法を紹介していきたい 

 

◇令和 7 年度松林地区防災訓練について 

＊別紙「令和 7 年度松林地区防災訓練実施計画（案）」及び「防災訓練ポイント  

Book」を基に審議した 

 

１．目的：今年度は「組織活動を促進するため」、種別を「活動型訓練」とする・・・決定  

２．対象者：自主防災組織役員・防災リーダー・民生委員とする ・・・決定 

    →「避難行動要支援者」等は災害時に於ける優先度が高いので、対応訓練するために 

民生委員も対象とした 

 →今年度は防災訓練への住民の参加はなしとする  

３．日時： 9 月 7 日（日）の事前訓練は、日程を変更し、再検討とする 

    11 月 30 日（日）の本番の防災訓練日は、承認された ・・・決定 

 



       ＜9 月 7 日（日）の事前訓練の日程に関する質疑応答＞ 

      Q1：11 月 30 日（日）の本番の防災訓練迄に２ヶ月もあるので、内容を忘れ 

    指導が出来なくなるのではないか？ 1 ケ月位前の日程で再検討して 

ほしい 昨年度の事前訓練は１ケ月以内であった （小澤） 

   Q2：9 月は自治会活動が多い月であり、人を確保するのも難しくなるので、 

日程の見直しをして頂きたい（川口） 

   A1：事前訓練の日程は、１ケ月以内で再検討する（村松）  

 

 

       ＜事前訓練内容に関する質疑応答＞ 

   Q1：9 月 7 日（日）の事前訓練内容と 11 月 30 日（日）の本番の防災訓練で 

行う訓練の内容を具体的に決めないと、何を訓練内容にしてよいかの判断が 

できないのではないか？ （福井） 

   A1：次回以降に論議をして、具体的内容を決めていきたい（村松） 

   Q2：資機材を使用する場合は、事前訓練と本番訓練で使用する資機材は同じ 

      物にして頂きたい その理由は、昨年度の本番訓練時に、事前訓練時とは 

違う機器が提供されたので、指導ができなかった（小澤） 

   A2：今年度は、住民を対象にする資機材を使った訓練の予定はしていない 

       但し、「避難所開設・運営」訓練時に資機材の準備は必要 「避難所」と 

なる学校では、複数の場所に資機材が保管されているので、その確認を 

事前にしておくことが必要となる（村松） 

   Q3：訓練内容毎のリーダーを決めた事前訓練として頂きたい（小澤） 

      A3：①今年度の防災訓練は「避難所開設・運営」を予定 

     「避難所開設」に当たっての指揮（マネジメント）は、「市防災対策課 

     （市災害対策本部）」と、「災害対策地区防災拠点 配備職員（学校別担当）」 

     となる 従って この方々の指示に従って、スムーズな開設のバックアップ 

を行うことが、今回の訓練内容の一つとなると考える 

     ②「避難所開設」訓練内容については、松林中学校用の「避難所開設行動 

手順と役割について」（A3 用紙 1 枚もの：次回の会議に配布予定）、 

及び、「松林中学校 避難所運営マニュアル（令和 6 年 7 月改定）」を 

活用して検討していきたい 「松林中学校 避難所運営マニュアル」 

は、22 ページにもなる資料なので、部会員の皆さんには、市のホーム 

ページで内容の確認をして頂きたい 

     

 

４．会場： 「事前防災訓練」の場所は、日程変更による再検討とした 

     本番の防災訓練は、松林中学校で開催する ・・・決定  

５．訓練上想定する災害の概要：市防災対策課沼田氏のアドバイスにより、「地震」 

を想定した訓練にする ・・・決定 

 

 



＜アドバイスの内容＞ 

⑴ 「地震」の場合は、発災してからの「避難所開設」となり、時間を要する事から 

防災訓練として有効かと思う 

⑵ 「風水害」の場合は、気象庁から出る予報等で、災害前に「避難所開設」ができる 

 

詳細設定 

① 災害の規模： 「主都直下型地震」とする ・・・決定 

＊その他、震度５弱地震、関東大震災、相模トラフ地震等も挙げられた  

 

 

  ※別紙「令和 7 年度松林地区防災訓練実施計画（案）」の５-②（日時や気候等の状況：） 

以降については、次回会議において議論する 

又、本日の会議に於いて発生した保留事項や日程変更事項についても同様とする 

 

◇その他：特になし 

  ＊アマチュア無線の小池氏からの提案は次回に予定  

  

以上 

 

作成：渡部書記 

                              承認：村松部会長  

 

 

 

 

 

                       防災部会HP 

                      

次回（第 3 回）防災部会 

 2025 年 6 月 27 日（金）19 時～ 松林公民館 2 階 第 2 会議室 

 

   

                               


